
日  時 ２０２３年８月２０日(日)～９月１０日(日) 
開催方法 動画配信 （期間内、いつでも視聴可） 

参加方法 事前申込不要・参加費無料 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜講演会＞ 

「誰一人取り残さない防災に向けて」 
講師 立木

た つ き

 茂雄
し げ お

 先生 
同志社大学社会学部社会学科 教授 

 
災害時の避難行動や物品の備えについて、日頃から気にはなっていても、知識があいまい

でなんとなくの備えになっていませんか？特に、常時介助が必要な遷延性意識障がい当事者

にとって、災害は死に直結すると言っても過言ではありません。 

とはいえ、当事者が暮らす場所は、病院、施設、自宅など、それぞれです。防災行動や避

難計画を立てるにも、居場所や、本人の状態に応じたものが求められています。 

何をどれだけ備えたらよいの？災害時に家族はどのような行動を取ったらいい？避難のタイ

ミングは？等々さまざまな疑問は、誰も答えを教えてはくれず、行政任せにもできません。 

今回、ご講演をいただく立木先生は、阪神・淡路大震災と東日本大震災で、実際に被災

者支援に関わり、障がい者の被災から復旧・復興についてもご専門とし研究しておられます。 

日々の介護にくたびれ、「その時はその時…」とつい思考停止に陥っていませんか。 

ちょっとひととき、みんなと共に防災について学び考えることで、大切な人も自分自身も、救われ

る可能性が広がります。地震や水害等災害が多くなっている昨今です。防災についての正しい

知識を学び、日頃から支援やケアしてくれている方々と避難計画作成を通じて共通認識を深

め、日々の生活から備えていくことで、安心できる毎日を獲得しましょう。 

家族の会「わかば」講演会のお知らせ 一般用 

日本損害保険協会助成事業 
 

■主催 脳損傷による遷延性意識障がい者と家族の会「わかば」 
全国遷延性意識障害者・家族の会関東ブロック 

■共催 日本意識障害学会 全国遷延性意識障害者・家族の会 
■後援 東京都福祉局 神奈川県 埼玉県 千葉県 

東京都社会福祉協議会 神奈川県社会福祉協議会 
一般社団法人共同通信社 毎日新聞社 NHK 厚生文化事業団 
朝日新聞ネットワーク報道本部首都圏ニュースセンター 



立木茂雄 先生 プロフィール 

専門は福祉防災学・家族研究・市民社会論。特に、大災害からの長期的な生活復興過程の解明や、災害時

の要配慮者支援のあり方など、社会現象としての災害に対する防災学を研究。 

1995 年の阪神・淡路大震災時には、関西学院救援ボランティア委員会を組織し、約 3 ヶ月間で延べ 7,500 名

の学生ボランティアのマネジメントにあたった。1997 年から 2005 年まで被災者復興支援会議のメンバーとして、被災

者の自立支援を目指して被災者・支援者と対話し、生活復興に向けた政策・施策の提言活動を続けた。また、

2011 年の東日本大震災時も、直後より現地に入って長期的な生活再建支援に関わり、障害者の被災から復

旧・復興までの支援について研究している。 

「誰一人取り残さない防災」をキーワードとした著書を多く出版。NHK 関西や、NHK 福祉情報サイトハートネットに

も出演。 
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࠘࠙

～家族の会 わかばより～ 

自然災害予測や被害状況が頻繁に報道される今日この頃です。 

全国各地で頻発する地震や線状降水帯による局地的なゲリラ豪雨発生、それに伴い河川反乱、地盤崩壊と

いった負の連鎖が発生しています。 

そのたび、大切な人命が失われ、大切な住まいを失い途方にくれる方々の痛ましい姿が映し出されます。そのた

びに心が痛みます。 

健常者の皆さんにとっても危険極まりない「命にかかわる災害」。災害報道の増加に比例して’防災’への関心は

高まっています。 

遷延性意識障がい者と家族の会「わかば」の当事者は寝たきり状態、ホームページのトップにご紹介させていただ

いた日常です。 

家族介護者が寄り添っていても、いざ災害発生時に避難行動となれば、簡単ではありません。複数人でなけれ

ば避難行動をとることができない、特に、災害時ともなれば十分に実践できる保障はありません。  

この講演会をご覧いただき、是非、「遷延性意識障がい者」及び「わかば会」へのご理解を 

深めていただければ幸いです。 

また、この講演会が今後の皆様の防災活動の一助となることを願っております。 


